


　　表紙写真説明

「山の夏の日」（伊吹山）

撮影者　名古屋工業会事務局

2019年度 大阪支部総会のご案内
名古屋工業会　大阪支部　支部長　岡崎格郎（A46）

　皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。
　さて、今年の名古屋工業会大阪支部総会を、次の通り開催いたします。
　本年は、名工大卒業生として政治分野に進まれ、奈良県の衆議院議員を６期務め、自民党総務会長
等を歴任された、田野瀬良太郎氏をお招きして、政治の話を含めたご講演をお願いしています。
　皆様より、同期のご友人へのお声がけもよろしくお願いいたします。

記

１．日　　時：２０１９年１０月５日（土） １５：００～１９：３０
２．場　　所：「ホテルプリムローズ大阪」  ３階宴会場　高砂の間
　　　　　　　大阪市中央区大手前３丁目１番４３号　  電話：０６－６９４１－１２３１
　　　　　　　大阪メトロ：谷町線・中央線　谷町４丁目駅下車　１A出口から徒歩５分
３．スケジュール

受付開始　　　　１４：３０
第１部　総会　　１５：００～１６：００ 
第２部　講演会　１６：１５～１７：１５
　　　　「政治と教育の半生」  大和大学　学長　田野瀬良太郎氏（D45）
第３部　懇親会　１７：３０～１９：３０

４．参加費：８, ０００円
５．申し込み方法：メールにて、下記の連絡先へ総会参加をご連絡下さい。
６．申し込み締切：２０１９年９月３０日

●単科会連絡先
　科名　　　 連絡先代表者　　　　　メールアドレス

ＣＥ会　堀口大輔（C59）d-horiguchi@kcc.zaq.ne.jp
光鯱会　中瀬知幸（A59）nakase.tomoyuki@takenaka.co.jp
巴　会　掛田健二（M45）kakeyan.ken@gmail.com
電影会　荻原義也（E50）ogihara_yoshiya@nissin.co.jp
双友会　小山征治（W42）qtmx47101@ares.eonet.ne.jp
緑　会　大貫雅彦（G54）onuki.masahiko@gmail.com
名窯会　川島　謙（Y44）ken-kawashima@sound.ocn.ne.jp
名晶会　田口教平（K44）taguchi.fkkt@hera.eonet.ne.jp
計測会　坂尾健司（F55）ksakao@air.zaq.jp
経友会　廣島清剛（B50）art11328@nitech.jp
学生会員　堀口大輔（C59）d-horiguchi@kcc.zaq.ne.jp
単科会連携　西岡　裕（B50）y.nishioka.1952@gmail.com

ホテル周辺地図

●注記：ご参加申し込みいただいた方には、別途詳細を連絡いたします。
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　一般社団法人名古屋工業会の2019年度定期総
会、理事会並びに会員総会が5月18日（土）、名
古屋工業大学において開催された。
　定期総会には、理事長、副理事長、常務理事、
理事、代議員などが出席し、内藤常務理事の司
会で、加川理事長の開会挨拶の後、議長となり
議事録署名人を指名した。内藤常務理事が報告
事項を説明した後、平成30年度事業報告及び収
支決算案、令和元年度事業計画及び収支予算案、
理事の選任について審議され、各議案とも原案
どうり議決され終了した。
　その後の理事会には、理事、監事が出席し、
内藤常務理事が開会を宣言、加川理事長が議長
となり、副理事長の選任と参与の就任について
審議し、副理事長に山下啓司氏、松浦明人氏、
岡崎格郎氏、仁科健氏、参与に安藤正晴氏の就
任が議決され終了した。
　続いて、開催された会員総会では、冒頭、平
成30年度にご逝去された会員物故者77名のご冥
福を祈り、出席者全員で一分間の黙祷を捧げた。
　会員総会は、内藤常務理事が司会となり、加
川理事長の挨拶、鵜飼学長の会長挨拶の後、定

2019年度 定期総会・会員総会 報告
期総会並びに理事会で諮られ承認された決議事
項が報告された。次に総会行事として、理事長
から叙位叙勲等表彰者に記念品、会員で卒業満
70・60・50・40周年を迎えられた方への顕彰、
退任役員への感謝状と記念品が贈呈された。
　続いて、橋本忍（ZY②）名古屋工業大学卒業
生連携室長の司会で、名産研・上席研究員　オ
ウル大学・元客員教授　大里齊氏（Y43）より「海
外との共同研究とヨーロッパの磁器のルーツ」
と題して特別講演をいただいた。
　会場を大学会館に移して開催された懇親パー
ティーでは、岡崎副理事長の司会で山下副理事
長の挨拶の後、仁科副理事長の乾杯の発声で始
まり、名古屋工業大学学生オーケストラによる
演奏の中、杯を交わしながら和やかに歓談、旧
交を温めた。また、満70・60・50・40周年を迎
えられました方からお一人ずつ簡単な自己紹介
と近況報告があり、参加者全員が大いに盛り上
がった。
　最後に、恒例となった学歌「東海の邦のほま
れに」を声高らかに歌い、岡崎副理事長の閉会
の辞で盛会裡に閉会した。

２０１９年度　定期総会　次第
１．議　　　事
　　（決議事項）
　　第１号議案　2018 年度事業報告及び収支決算案
　　第２号議案　2019 年度事業計画及び収支予算案
　　第３号議案　代議員の選任について
　　第４号議案　役員の選任について
　　（報告事項）
　　第５号議案　その他

２０１９年度　会員総会　次第
１．理事長挨拶　一般社団法人名古屋工業会理事長
２．会 長 挨 拶　国立大学法人名古屋工業大学学長
３．報 告 事 項　定期総会での決議事項の報告
４．行　　　事　イ　叙勲受章者に記念品贈呈（2 名）
　　　　　　　　ロ　名古屋工業大学卒業満 70・60・50・40 周年の会員への顕彰（264 名）
　　　　　　　　ハ　特別講演
　　　　　　　　　　講師：大里齊氏（Y43）名産研・上席研究員　オウル大学・元客員教授
　　　　　　　　　　演題：「海外との共同研究とヨーロッパの磁器のルーツ」
５．懇親パーティー
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　一般社団法人名古屋工業会 2019 年度の会員
総会の開催にあたり、一言ご挨拶を申し上げま
す。本日は全国から多くの会員の皆様にお集ま
りいただき　誠にありがとうございます。本日
の総会は令和に元号が替わった最初の総会にな
ります。
　理事長に就任して１年、工業会活動の柱とし
ております「大学支援」と「会員相互の親睦」
を何とかこなせましたのも、会員の皆様の多大
なご協力ならびに鵜飼学長はじめ大学教職員の
皆様、関係各位のおかげと深く感謝しておりま
す。
　さて、会員総会に先立ち、先ほど開催しまし
た定期総会におきまして平成 30 年度事業報告
および決算ならびに 2019 年度事業計画および
予算案をご報告し、了承いただきましたことを
ここにご報告します。
　決議事項の詳細は、後ほど常務理事からご説
明しますが、概要について私からお話ししたい
と思います。
　全学同窓会組織として工業会の活動は「輝く
母校と同窓の絆を願って」を旗印に活動してお
ります。「大学支援」では名古屋工業会基金と
して大学に寄付し、主に学生の海外留学支援に
使っていただいております。それ以外にも就職
活動支援や課外活動表彰、奨学金の給付などで
支援をしてきました。
　「会員相互の親睦」につきましては、全国 22
支部の総会や支部長会議にて本部との情報交換
をさせて頂きました。残念ながら夏の支部長会
議は西日本豪雨で中止をいたしましたが、ホー
ムカミングデーにお集まりいただき、工業会館
の耐震対応などについて議論させていただきま
した。
　また会員サービスとして今年度はＨＭＩホテ
ルグループと会員優待契約を、またトヨタ産業

技術記念館の利用優待を締結させていただきま
したが　これからも会員サービスについて検討
していきます。
　会誌「ごきそ」につきましては一昨年から冊
子配布をやめてホームページでの閲覧に変えさ
せて頂いております。ただ、ホームページの閲
覧だけでは会員の工業会引いては母校への帰属
意識を引き留めておくためにも、今後はホーム
ページ以外での工業会の活動情報を報告させて
いただく手段を改めて検討していきたいと考え
ています。
　支部総会にできるだけ出席するようにしてお
りますが、各支部とも若手の出席が少なく活性
化の必要を感じております。今では卒業生の多
くが工業会員であり会員数は急増しております
が、より多くの皆さんが工業会活動、支部活動
に参加いただけるようになるといいと思いま
す。個人情報保護の問題からなかなか情報を開
示するのが難しい状況ですが我々も懸案であり
ますデータベースの整備を大学と連携して進め
ていく所存です。
　10 月 26 日に開催します今年のホームカミン
グデーでは、卒業式を行っていない昭和 44 年
卒の皆さんの卒後 50 年ですので、卒業記念式
を開催の予定で大学本部、卒業生連携室と一緒
になって準備を進めて頂いております。
　さて平成 30 年度は、財政委員会で工業会の
中長期の財政の検討を、そして建物委員会で工
業会館の改築、耐震化対応について検討してま
いりました。財政委員会では再来年度が一般社
団法人化した際の工業会残余財産を大学に寄贈
する最終年度です。ここ数年は収入面では新入

一般社団法人名古屋工業会
理事長　加川 純一（K49）

理 事 長 挨 拶
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学生の皆さんの多くが入学時に終身会員になっ
て頂き以前に比べると増えておりますが、一方
で大学支援、会員活動費など支出も増えており
終身会員活動費の引当積立が十分でありませ
ん。将来の活動費や経費の見直しを継続検討し
ていきます。事務局長を大学から、卒業室連携
室副室長との兼務ではありますが招聘させて頂
いたのもその一環であります。また建物委員会
では工業会館の改築を主に検討してまいりまし
たが、今後卒業生連携室との連携を深めること
も全学同窓会として将来必要ですし、大学と協
議を重ね、概ね学内の校友会館への移転の方向
で詳細調整中であります。今年度には移転をす
る予定です。

　移転後は大学内に位置しますので、大学へお
越しの際は気軽に立ち寄って頂ければと思いま
す。
　本部事務局も工業会の永続的活動ができるよ
う色々検討していきたいと思いますので、皆様
からもいろいろご意見を頂ければ幸いです。
　最後になりました。本日の総会の後、名工大
ＯＢの大里先生の講演、懇親パーティーを予定
しておりますので、時間の許す限り親睦を深め
て頂き、楽しい時間をすごしていただきたいと
思います。
　本日はご出席いただき大変ありがとうござい
ました。

令和元年5月18日

会員各位
一般社団法人　名古屋工業会　

理事長　加川　純一　

令和元年度定期総会及び決議ご通知

令和元年５月18日(土)開催の一般社団法人名古屋工業会定期総会において、議案全てが議決
されましたのでご通知申しあげます。

懇親パーティー会員総会風景
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　名古屋工業会会員総会の開催にあたり、母校、
名古屋工業大学を代表して一言ご挨拶を申し上げま
す。名古屋工業会会員の皆様には、学生の修学、
海外派遣事業などの教育活動、課外活動ならびに
教員の研究活動などにご理解とご支援を賜り厚くお
礼申し上げます。また、加川理事長、内藤常務理事
をはじめ名古屋工業会役員の皆様には、常日頃より
卒業生連携室、基金運営などの活動を通じて本学
の事業運営を支えて頂いており、この場を借りて改
めて感謝申し上げます。今後とも、母校名工大との
連携をより密にしながら工業会ならびに母校の発展
にご協力を賜りますよう、この場を借りましてお願い
申し上げる次第です。
 さて、折角の機会ですので、この一年間を振り返っ
て本学の動きと最近の大学改革をめぐる政策動向に
ついてご紹介させて頂きます。
 教育改革の柱として平成 28 年度にスタートした新
教育システムは今年で四年目を迎えます。社会、産
業界からの多様な人材像の要請に応えるために設置
した６年一貫の創造工学教育課程については、いよ
いよ来年度大学院課程に駒を進めることになり、現
在、大学院課程の設置に向けて文科省に設置申請
を提出しているところです。本学の教育改革と前後
して、産業界からの要望を受ける形で、これからの
大学における工学系教育に関する在り方が検討され
ておりましたが、昨年 6 月に、その答申を受けて制
度が一部改正されました。改めてその骨子をご紹介
しますと、以下の通りとなります。
１）学科ごとの縦割り構造の抜本的に見直し、従

来の「1 つの分野を深く学ぶモデル」から脱する。
同時に、社会ニーズの変化に対応し、工学以外の
多様な分野を理解し展開するため、主たる専門に
加え副専門分野の習得を可能とする。

２）高度知識基盤社会への対応に伴う工学系大学
院への進学率の増加を背景として、学士・修士の
6 年一貫性教育が実現できるなど教育年限を柔軟
化する。

３）横断的な融合教育の基盤となる専門基礎力を
強化し、さらに、基礎的な情報数理教育の必須
化によって先端的な情報人材の教育を強化して
AI・IoT・ビッグデータ・CS 技術などに精通した

人材を育成する。
４）企業型教員による実務型教育の強化およびイン

ターンシップを積極的に推進して、産学共同教育
体制を構築する。

　これらの方針は、まさに、本学が教育改革として
先導的に実践している内容です。こうした社会のニー
ズを反映し、現在申請している大学院修士課程の
改組案として、専門分野毎に設置した５専攻を廃止
して、一つの専攻に集結することで分野横断的な大
学院教育システムを構築する予定です。さらに、実
績のある工場長養成塾、名古屋市の委託を受けて
本学に設置したセンターでのロボット・IoT 導入や
システムインテグレータを育成する人材養成塾など、
社会人を対象とした教育プログラムも積極的に推進
し、リカレント教育にも力を入れています。研究の
みならず教育においても産学連携体制を充実しなが
ら、名工大が、工学系単科大学のメリットを最大限
に活かして工学系教育のフロントランナーであり続け
るため、名工大総がかりで次世代の人材育成をめざ
しています。
　いま、デジタル化、ソーシャル化、そしてグローバ
ル化が加速するなかで、「ものづくり」と「ことづくり」
を一体的に活かして新たな価値を創造するイノベー
ション創出が大学に要望されています。国内外の大
学・研究機関、産業界、行政、金融界とのネットワー
クを介して「人」「知」「技術」をつなぎ、学術・技
術で新しい価値を創造し世界に発信する拠点。名
工大がめざすのは、まさに、時代が求める工学のイ
ノベーションハブです。産学官金連携機構を中心に
企業との組織的な連携も充実してきました。昨年開
設した産業界のあらゆるAI 導入への期待に応える

「NITech AI リサーチセンター」、先進的なレーザー
加工や塑性加工技術、IoT の導入など生産技術で
地域の製造業を支える「先進生産技術研究センター」
につづき、本年 4 月には、「先端医用物理・情報工
学研究センター」を開設しました。国内外の工学分
野、医学分野の先端研究拠点と連携し、ヒトに関

国立大学法人名古屋工業大学長
一般社団法人名古屋工業会会長

鵜飼 裕之（F52）

会 長 挨 拶
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する新規学術分野を確立、多面的かつ俯瞰的な視
座を備えた人材を育成することを目的として、医療、
公衆衛生、製品設計が抱える諸問題を解決し、国
際標準化から、中京地域における産業振興まで縦
断的な貢献をめざします。
　一方、国際的な共同研究も活発です。研究特区
である材料科学、情報科学フロンティア研究院では、
常時 20 名程度の海外著名大学等からの外国人教
員が所属し教育研究活動を一緒に行っています。ド
イツのフリードリッヒ・アレキサンダー大学（FAU）
エアランゲン・ニュルンベルクとの間で準備していま
した共同事業が採択され、今年いよいよスタートし
ます。ドクター学生を相互に派遣、両者で指導する
ことで共同学位を授与するプログラムの実施を通し
て、エネルギー変換システムに関する共同研究体制
を構築する事業です。日独大学間でがっぷり四つに
組んで工学に関する共同教育研究体制を築くのはわ
が国では初めてとなります。こうした活動により、国
内外の研究者間の交流をさらに促進し、国際的共
同研究の展開、ひいては国際共著論文の増加につ
なげています。教員ひとり一人の高い研究力を活か
してチームとしてまとめ、世界へ、そして産業界へ
展開する。国際連携と産学官金連携を駆動源として
持続的にイノベーションを創出する研究体制を充実
しています。
　本学が掲げるもうひとつのビジョンであるダイバー
シティ・インクルージョンキャンパスの実現に向けて
の取り組みも順調に進んでいます。わが国の科学技
術力の向上にとって、工学分野で活躍する女性と優
秀な外国人技術者は欠くことのできない人財であり、
工学系大学にとってその育成は重要なミッションのひ
とつです。今年 4 月の学部入学生における女子学生
比率は 19.4%、昨年に引き続き高い比率を維持して
います。また、外国人留学生は 350 名程度（本年
5/1 現在）と増加する傾向にあります。先の FAU
との学生交流の他、EU で進む学生の海外派遣プ
ログラム、エラスムス＋を活用した学生交流などにも
積極的に取り組んでおります。昨年オープンした国
際学生寮 NITech Cosmo Villageでは外国人留学
生と日本人学生が地域に溶け込んで共同生活を送っ
ています。女性研究者の活躍推進、外国人研究者・
企業型教員の積極的な登用などにも積極的に取り
組むことで、本学に多様な人材を集めてキャンパス
のダイバーシティ化をより一層進めています。多様な
人々が共生し、互いに能力を高め合うことで大学に
活力を生み、新たな価値を醸成、発信する「創発」
拠点をめざしています。
　最後に、本学の財政状況、昨今の大学経営にお

ける課題について述べさせていただきます。今年は、
国立大学法人として第三期中期目標計画期間の 4 年
目に当たります。6 年の期間における教育・研究・
業務などの実績に基づいて評価を受け、それを次
期の中期目標計画期間における運営費交付金額に
反映する仕組みです。本学は、第二期において第一
期を上回る評価を頂きました。そして、第三期からは、
メリハリのある評価・予算配分を導入することを目的
として、大学改革に係る独自の戦略に基づいて KPI
を設定し、その達成度に応じて次年度の予算が傾
斜配分されるようになりました。それに加え、本年
度からは、さらに国立大学全体でのメリハリをつけ
るために、5 項目の共通指標を設けて点数付けをし、
それを予算配分に反映する仕組みが導入されまし
た。KPI 評価を含め運営費交付金全体額の１０％に
当たる額が相対的な評価による傾斜配分の対象と
なりました。突然の方針転換であり、まさに、後出
しジャンケンです。幸い、本学はプラスの評価を受け、
微増ではありますが本年度の運営費交付金にも反映
されました。しかし、こうした予算配分の仕組みは
益々厳しさを増すことが予想され、大学によっては
運営自体が立ち行かなくなる状況に追い込まれるこ
とが懸念されています。もちろん、こうした事態に
おいても、本学としては、不断に大学改革を推進し、
高い評価を得るために努力は惜しみません。しかし、
財政緊縮により今後運営費交付金が増額される可
能性がないとなると、他の資金を得るための自助努
力が大学にとっては必須となってきます。そのため、
産学官連携研究を一層の拡充していくことはもちろ
んのこと、さらには、寄付金、大学の資産活用によ
る収益化などにも注力していくことが求められます。
　このような状況に国立大学は直面しております。
名工大が安定した経営状況の中で発展し、これか
らも皆様に続く有為な学生を送り出していくために
は、同窓会組織である名古屋工業会のご支援が不
可欠です。経済的に困窮する学生への奨学支援、
日本人学生の海外派遣事業への支援、留学生の生
活支援、課外活動への支援、教員の研究活動の活
性化など、様々な支援が必要です。皆様の母校へ
の熱い思いを一つにまとめ、大学と一体となって活
動するため、工業会との連携組織を見直し、新たな
事業を推進していく体制を築いてまいります。
　名工大が、教育と研究を両輪として真に良き大学
であるために、そして、次世代を切り拓く工学系大
学としての独自の進化をめざすために、教職員一丸
となって努めてまいります。名古屋工業会会員の皆
様におかれましても、より一層のご理解とご支援を
お願いして私のご挨拶とさせて頂きます。
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